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〜
事
業
計
画
か
ら
見
る
社
協
活
動
〜

〜
事
業
計
画
か
ら
見
る
社
協
活
動
〜

本
号
で
は
多
岐
に
わ
た
る
沖
縄
県
社
協
の
活
動
を
７
つ
の
柱
に

区
分
し
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
の
事
業
概
要
を
紹
介
す
る
。

【
１
】地
域
福
祉
の
推
進
及
び
福
祉
文
化
の
形
成

【
２
】福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
当
事
者
活
動
の
支
援

市
町
村
社
協
へ
の
支
援

　
市
町
村
社
協
の
活
動
へ
の
支

援
を
通
じ
地
域
福
祉
の
充
実
を

目
指
す
。
具
体
的
に
は
、
よ
り

身
近
な
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
（
小
地
域
福
祉
活
動
）
を
推

進
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
活
動
事
例
集
の
発
行
を
行

う
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
町
村
社
協
の

活
動
計
画
と
な
る
地
域
福
祉
活

動
計
画
策
定
へ
の
支
援
に
取
り

組
む
。
さ
ら
に
、
市
町
村
社
協

の
経
営
支
援
と
し
て
専
門
家
に

よ
る
個
別
支
援
、
巡
回
訪
問
に

よ
る
情
報
提
供
等
を
行
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の

充
実

　
市
町
村
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
や
担

当
者
の
資
質
向
上
を
目
指
し
た

研
究
協
議
会
や
調
査
研
究
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
普
及
啓
発

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
・
支
援
を
行
う
。
さ
ら

に
、
県
内
の
市
民
活
動
支
援
機

関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
を

通
じ
、
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
抱
え
る

課
題
の
共
有
及
び
解
決
に
向
け

た
検
討
を
進
め
る
。

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の

強
化
・
支
援

　
「
第
28
回
県
民
生
委
員
・

児
童
委
員
大
会
」
の
開
催
を

は
じ
め
県
民
児
協
が
実
施
す

る
各
種
事
業
及
び
組
織
運
営

へ
の
支
援
を
通
じ
、
県
内
の

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の

強
化
を
図
る
。
ま
た
、
災
害

時
に
お
け
る
要
援
護
者
支
援

に
つ
い
て
周
知
を
図
る
等
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。

災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の

構
築

　
市
町
村
社
協
に
お
け
る
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
向

け
た
支
援
に
取
り
組
む
。
具
体

的
に
は
モ
デ
ル
地
区
社
協
等
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
事
例
を
参
考

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

　
種
別
協
議
会
を
中
心
に
、

課
題
・
問
題
別
の
専
門
的
な

各
種
研
修
会
等
を
開
催
し
、

福
祉
施
設
等
従
事
者
の
資
質

向
上
を
図
る
。
ま
た
、
調
査
研

究
活
動
を
推
進
し
、
福
祉
課

題
の
共
有
及
び
課
題
解
決
に

向
け
た
方
策
を
検
討
す
る
。

　
さ
ら
に
、
福
祉
人
材
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
社
会
福

祉
従
事
者
の
体
系
的
な
養
成

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
人
材
育
成
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

に
取
り
組
む
。

社
会
福
祉
法
人
経
営
改
善
等

に
向
け
た
支
援

　
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議

会
に
お
い
て
労
務
管
理
、
会

計
・
税
務
等
に
関
す
る
各
種
研

修
会
の
実
施
、
第
三
者
評
価
事

業
の
受
審
促
進
等
に
取
り
組

み
、
社
会
福
祉
法
人
の
適
正
な

経
営
を
図
る
。

資
金
助
成
に
よ
る
活
動
支
援

　
社
会
福
祉
振
興
基
金
及
び
地

域
福
祉
基
金
を
活
用
し
、
福
祉

事
業
を
実
施
す
る
小
規
模
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
対
す
る

事
業
費
の
助
成
を
行
う
。
ま

た
、
先
駆
的
な
地
域
活
動
を
行

う
民
間
福
祉
団
体
等
に
対
す
る

助
成
を
通
じ
、
団
体
の
育
成
及

び
活
動
成
果
の
普
及
を
図
る
。

さ
ら
に
、
民
間
助
成
に
関
す
る

情
報
提
供
及
び
活
用
支
援
を
行

う
。

福
祉
人
材
の
養
成
・
確
保

　
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
就
労
希
望
者
へ
の
相
談
・

援
助
、
就
職
あ
っ
せ
ん
の
ほ

か
、
職
場
体
験
の
実
施
、
社
会

福
祉
事
業
者
の
求
人
活
動
の
支

援
等
、
福
祉
職
の
人
材
確
保
を

総
合
的
に
推
進
す
る
。
さ
ら

に
、
「
福
祉
の
職
場
説
明
・
面

接
会
」
や
「
福
祉
の
仕
事
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
開
催
を
通
じ

求
職
・
求
人
の
機
会
拡
大
を
図

る
。

　
加
え
て
、
社
会
福
祉
事
業
従

事
者
の
資
格
取
得
の
た
め
の
支

援
と
し
て
、
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
及
び
同
研
修
受
講
試

験
の
ほ
か
ケ
ア
マ
ネ
試
験
対
策

セ
ミ
ナ
ー
、
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
対
策
講
座
他
、
各
種
研
修

本
号
で
は
多
岐
に
わ
た
る
沖
縄
県
社
協
の
活
動
を
７
つ
の
柱
に

特集

沖
縄
県
社
協
の
事
業
７
つ
の
柱

沖
縄
県
社
協
の
事
業
７
つ
の
柱

▲災害に備えた支援体制の構築

▲福祉分野の求職・求人の機会拡大
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【
３
】地
域
自
立
生
活
を
支
え
る
福
祉
基
盤
づ
く
り

【
４
】明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り

低
所
得
者
へ
の
支
援

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の

効
果
的
な
運
営
を
通
じ
、
低
所

得
世
帯
等
の
自
立
支
援
を
行

う
。
ま
た
、
相
談
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
た
め
市
町
村
社
協

に
配
置
さ
れ
る
相
談
員
等
へ
の

研
修
、
民
生
委
員
の
一
斉
改
選

に
よ
る
新
任
者
及
び
関
係
機
関

へ
の
制
度
説
明
を
行
う
。
さ
ら

に
、
福
祉
事
務
所
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
の
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
借
受
世
帯
の
自
立

に
向
け
た
総
合
的
な
支
援
を
展

開
す
る
。

権
利
擁
護
活
動
の
推
進

　
判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る
認

知
症
高
齢
者
等
を
対
象
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
的
金

銭
管
理
等
の
支
援
を
行
う
「
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
を
実

施
す
る
。
事
業
の
実
施
体
制
の

強
化
を
目
指
し
、
専
門
員
や
生

活
支
援
員
等
を
対
象
と
し
た
研

修
会
の
実
施
や
生
活
支
援
員
の

人
材
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、

近
年
、
成
年
後
見
の
受
任
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
社
協
に
よ
る
法
人

成
年
後
見
の
取
り
組
み
に
関
す

る
検
討
を
進
め
る
。

　
さ
ら
に
、
市
町
村
に
お
け
る

高
齢
者
虐
待
対
応
へ
の
支
援
と

し
て
、
市
町
村
等
か
ら
の
要
請

に
応
じ
て
弁
護
士
や
社
会
福
祉

士
を
派
遣
し
て
の
助
言
・
支
援

や
虐
待
対
応
に
関
す
る
無
料
相

談
会
事
業
を
実
施
す
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

矯
正
施
設
退
所
者
へ
の
支
援

　
「
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
事
業
を
通
じ
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
矯
正

施
設
（
刑
務
所
や
少
年
院
等
）

退
所
者
へ
の
支
援
を
行
う
。
具

体
的
に
は
、
退
所
者
が
地
域
や

施
設
に
お
い
て
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
が
ら
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
、
市
町
村

行
政
や
福
祉
施
設
・
事
業
所

等
と
必
要
な
調
整
を
行
う
。

　
ま
た
、
支
援
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、
関

係
機
関
と
の
連
絡
会
議
、
ケ
ー

ス
検
討
会
議
を
実
施
す
る
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
の
推
進

　
「
第
26
回
全
国
健
康
福
祉
祭

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
こ
う
ち

大
会
」
へ
の
選
手
派
遣
に
よ

り
、
競
技
力
の
向
上
、
高
齢
者

の
健
康
増
進
と
社
会
参
加
及
び

生
き
が
い
の
高
揚
を
図
る
。
ま

た
、「
第
５
回
沖
縄
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
を
開
催
し
、
明
る
く

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
推

進
を
図
る
。
さ
ら
に
、
「
第
５

回
か
り
ゆ
し
美
術
展
」
を
開
催

し
、
高
齢
者
が
創
作
し
た
美
術

作
品
等
を
展
示
し
、
創
作
意
欲

の
向
上
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
。

　
一
方
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
「
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
」

の
運
営
を
通
じ
、
高
齢
者
へ
体

系
的
な
学
習
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
で
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
図
る
と
と
も
に
卒
業
後
の

地
域
活
動
の
担
い
手
養
成
を
目

指
す
。
　

　
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
無
料
職

業
紹
介
事
業
の
実
施
を
通
じ
、

就
職
を
希
望
す
る
高
齢
者
の

就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
。

事
業
を
実
施
す
る
。

　
こ
の
他
、
教
員
免
許
取
得
を

目
指
す
学
生
の
介
護
等
体
験
事

業
や
「
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
」
へ

の
加
入
及
び
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

促
進
に
取
り
組
む
。

介
護
技
術
等
の
普
及
、
介
護
意

識
の
促
進

　「
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ

ー
」
に
お
い
て
介
護
、
福
祉
用

具
、
住
宅
改
修
等
に
関
す
る
相

談
へ
の
対
応
を
行
う
。
ま
た
、

一
般
県
民
向
け
の
介
護
講
座
を

は
じ
め
、
介
護
従
事
者
の
資
質

向
上
を
目
指
す
専
門
講
座
、
児

童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
高
齢

者
疑
似
体
験
等
、
多
彩
な
研
修

メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し
、
県
民
へ

の
介
護
知
識
・
技
術
の
普
及
を

図
る
。
あ
わ
せ
て
、
福
祉
用
具

の
展
示
や
介
護
実
習
教
室
等
の

活
用
に
取
り
組
む
。

苦
情
解
決
に
よ
る
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正

化
委
員
会
」
の
事
業
を
通
じ
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
け

る
苦
情
解
決
体
制
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
事
業
所
段
階
で

解
決
で
き
な
い
苦
情
や
申
し
出

の
適
切
な
解
決
を
図
る
。

に
、
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
手

引
き
」
を
新
た
に
作
成
し
、
未

策
定
市
町
村
社
協
へ
の
周
知
を

図
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
備
え

た
市
町
村
社
協
相
互
応
援
協
定

の
整
備
や
災
害
支
援
担
当
職
員

の
配
置
の
促
進
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営

訓
練
の
実
施
等
、
災
害
時
の
支

援
体
制
強
化
に
向
け
た
総
合
的

支
援
を
行
う
。

▲権利擁護活動の推進

▲明るく活力ある長寿社会の推進
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【
５
】政
策
提
言
活
動
の
強
化

【
６
】広
報
・
情
報
提
供
の
強
化

【
７
】経
営
体
制
・
財
政
基
盤
の
強
化

福
祉
に
関
す
る
広
報
及
び
情
報

提
供
の
充
実

「
第
56
回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大

会
」
を
開
催
し
、
福
祉
へ
の
功

労
者
、
協
力
者
へ
の
顕
彰
を
は

じ
め
、
大
会
宣
言
の
ア
ピ
ー
ル

及
び
記
念
講
演
を
行
う
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
週
間
、
老

人
週
間
、
看
護
週
間
等
の
啓
発

行
事
へ
の
協
力
を
行
う
。
さ
ら

に
、
本
会
機
関
紙
「
福
祉
情
報

お
き
な
わ
」
を
年
6
回
発
行
す

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随

時
更
新
し
て
県
民
及
び
福
祉
関

係
者
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
を

図
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
沖
縄
県
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
る

「
社
会
福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

に
お
い
て
福
祉
関
係
図
書
等
の

蔵
書
を
増
や
し
、
そ
の
機
能
充

実
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
社
会
福

祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
等
に
よ
り
貸
出

体
制
の
整
備
を
図
る
。

経
営
体
制
・
財
政
基
盤
の
充
実

　
理
事
会
の
主
体
的
な
経
営
体

制
及
び
評
議
員
会
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
強
化
に
よ
り
、
本
会
事

業
の
充
実
と
内
部
牽
制
体
制
の

強
化
を
図
る
。
ま
た
、
外
部
監

査
の
実
施
に
よ
り
法
令
順
守
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
事
業
計
画
、

実
績
報
告
、
財
務
諸
表
等
を
公

開
す
る
こ
と
で
経
営
の
適
正
化

と
透
明
性
の
確
保
を
図
る
。
さ

ら
に
、
会
員
の
拡
充
に
努
め
る

と
と
も
に
「
福
利
厚
生
基
金
」

を
活
用
し
た
国
外
研
修
派
遣
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
を
図
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
会
が
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
「
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
機

能
充
実
を
図
り
、
県
民
が
利

用
し
や
す
い
セ
ン
タ
ー
運
営

を
目
指
す
。

　
一
方
、
財
政
基
盤
の
充
実

に
向
け
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
興

行
の
取
組
み
等
自
己
財
源
の

拡
充
を
図
り
、
効
率
的
な
予

算
執
行
と
コ
ス
ト
削
減
に
努

め
る
。

調
査
研
究
・
企
画
活
動
の
推
進

　
局
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
か
ら

見
え
て
き
た
地
域
の
福
祉
課
題

に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施

し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支

援
策
の
検
討
及
び
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
本
会
の
中
長
期
計
画
で

あ
る
第
３
次
21
プ
ラ
ン
の
着
実

な
進
行
管
理
及
び
評
価
の
実
施

を
行
う
。

　福
祉
施
策
へ
の
提
言
・
要
請
活

動
の
推
進

「
県
社
会
福
祉
施
策
・
予
算
対

策
協
議
会
」
と
の
連
携
の
も

と
、
社
会
福
祉
施
策
及
び
福
祉

関
連
予
算
に
関
し
、
県
及
び
市

町
村
に
対
し
て
要
請
活
動
を
行

う
こ
と
で
、
福
祉
施
策
の
改
善

及
び
福
祉
関
連
予
算
の
確
保
を

目
指
す
。

　
ま
た
、
県
社
会
福
祉
審
議
会

専
門
分
科
会
や
県
振
興
審
議
会

等
の
各
種
審
議
会
・
委
員
会
へ

の
参
画
を
通
じ
、
県
社
協
の
立

場
か
ら
福
祉
課
題
等
へ
の
積
極

的
な
政
策
提
言
等
を
行
う
。

平
成
25
年
度
事
業
計
画
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
事
業
計
画
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

▲予対協との連携による要請活動の展開

▲チャリティー事業の実施

▲福祉功労者への顕彰

▲広報紙による福祉情報の発信
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補助金
160,479
26％

管理受託金
74,899

事業収入
31,501

その他
23,496

人件費
256,535
42％

事業費
207,168
34％

助成金
54,910
9％

受託金
206,108
34％

受取利息
その他
107,305
18％

事業収入
62,423
10％

一般会計
収入の部
606,434

収益事業（収入総額）129,896

一般会計
支出の部
606,434

Ⅰ一般会計

Ⅱ収益事業特別会計
  （収益特別会計経理区分一覧表）

Ⅲその他特別会計

法人運営事業
福祉活動指導員設置事業
沖縄県ボランティアセンター運営事業
民生委員活動推進事業
日常生活自立支援事業
運営適正化委員会設置運営事業
民間社会福祉施設職員福利厚生事業
心身障害児者施設協議会活動事業
身体障害児者施設協議会活動事業
福祉施設経営者協議会活動事業
児童養護協議会活動事業
老人福祉施設協議会活動事業
保育協議会活動事業
在宅介護支援センター協議会活動事業
総合企画委員会推進事業
福祉団体・各種大会等助成事業
介護支援専門員養成研修事業
介護等体験事業
研修会等事業

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

№

1
2
3

№

74,497
37,654
12,696
19,463
82,611
9,633
9,396
3,353
2,671
10,783
2,099
12,075
16,723
2,086
202
4,120
24,170
1,675
7,655

135,215
35,540
11,931
21,779
82,820
9,543
8,586
3,296
2,510
10,920
2,286
12,101
18,141
2,708
202
6,130
52,515
1,680
8,437

△ 60,718
2,114
765

△ 2,316
△ 209
90
810
57
161

△ 137
△ 187
△ 26

△ 1,418
△ 622

0
△ 2,010
△ 28,345

△ 5
△ 782

経理区分名 増  減当年度
予算額

前年度
予算額

共同募金配分金事業
福祉人材センター受託事業
社会福祉研修受託事業
介護実習・普及センター管理受託事業
福利厚生センター受託事業
局内プロジェクト推進事業
高齢者の生きがいと健康づくり事業
組織づくりと指導者育成事業
地域福祉基金補助事業
社会福祉振興基金事業
高齢者無料職業紹介所運営事業
地域生活定着支援センター受託事業
介護支援専門員再研修及び実務未経験研修受託事業
高齢者虐待対応力向上事業
福祉・介護人材育成基盤整備受託事業
老人福祉施設・福祉・介護人材育成基盤整備受託事業
保育施設・福祉・介護人材育成基盤整備受託事業
全国老人福祉施設研究会議開催事業

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37

№

9,628
41,975
24,351
12,815
7,251
200

51,892
18,387
5,854
28,682
2,299
22,521
4,097
3,062
20,827
4,515
4,515
10,001

0
606,434

8,888
42,106
24,300
12,845
6,611
366

51,721
18,402
12,578
55,344
2,297
17,348
4,141
2,899
19,422
4,515
4,515
0

32,723
747,361

経理区分名 増  減当年度
予算額

前年度
予算額

増  減当年度
予算額

前年度
予算額

増  減当年度
予算額

前年度
予算額

（一般会計経理区分一覧表）

賃貸事業
書籍等販売事業
沖縄県総合福祉センター管理運営受託事業

収益事業特別会計　　合計 

35,087
6,886
87,923
129,896

34,729
6,886
88,747
130,362

358
0

△ 824
△ 466

増  減当年度 前年度

生活福祉資金特別会計 3,231,517 3,340,448 △ 108,931

4,600,877 4,915,668 △ 314,791

①

増  減当年度 前年度

生活福祉資金貸付事務費特別会計 130,736 126,723 4,013③

増  減当年度 前年度

介護福祉士等貸付事業特別会計 342,127 390,713 △ 48,586⑤

増  減当年度 前年度
要保護世帯向け不動産担保型
生活資金特別会計 148,589 160,494 △ 11,905②

増  減当年度 前年度

臨時特例つなぎ資金特別会計 11,578 19,567 △ 7,989④

増  減当年度 前年度

その他特別会計（①～⑤）　合計 3,864,547 4,037,945 △ 173,398

平成２５年度資金収支　予算総額 一般会計及び特別会計の予算書については、本会ホームページ
または総務企画部窓口でも閲覧可能です。

平成25年度　資金収支予算一覧表平成25年度　資金収支予算一覧表
（自）平成25年4月1日　（至）平成26年3月31日

経理区分名

前年度事業終了（6事業）
一般会計　　合計

740
△ 131
51

△ 30
640

△ 166
171
△ 15

△ 6,724
△ 26,662

2
5,173
△ 44
163
1,405
0
0

10,001
△ 32,723
△ 140,927

（単位 ：千円）

会費 15,711
（3％）

助成金・負担金
37,186（6％）

共同募金配分金
8,222（1％）

寄附金 9,000
（2％）

事務費 22,111
（4％）

負担金 8,780
（1％）

積立金・その他
27,012（5％）

繰入金支出
29,918（5％）

▲予対協との連携による要請活動の展開

▲チャリティー事業の実施

▲福祉功労者への顕彰

▲広報紙による福祉情報の発信
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▲空の第一便 伝達式の様子

基
　
本
　
方
　
針

基
　
本
　
方
　
針

①
共
同
募
金
改
革
の
一
環
で

あ
る
「
共
同
募
金
委
員
会
」

へ
の
名
称
変
更
未
実
施
で
あ

る
市
町
村
の
組
織
改
編
を
県

社
協
や
当
該
市
町
村
社
協
と

の
協
働
で
進
め
、
共
同
募
金

組
織
と
機
能
の
強
化
を
図
る
。

②
「
共
同
募
金
の
配
分
の
見
直

し
を
図
る
」
等
の
検
討
を
行

っ
た
「
共
同
募
金
運
動
の
提

言
検
討
委
員
会
」
報
告
に
沿

っ
て
事
業
を
展
開
す
る
。

③
正
副
会
長
・
事
務
局
長
会

議
や
事
務
局
長
・
担
当
職
員

研
修
会
を
開
催
し
て
役
職
員

の
資
質
の
向
上
を
図
る
。

④
期
間
拡
大
の
実
施
を
積
極

的
に
呼
び
掛
け
、
募
金
増
額

に
つ
な
げ
る
。

⑤
内
部
監
査
の
徹
底
と
指
導

調
査
等
を
通
し
て
円
滑
適
正

な
事
務
処
理
を
図
る
。

⑥

共
同
募
金
委
員
会
（
支

会
・
分
会
）
が
独
自
に
実
施

す
る
研
修
会
や
募
金
説
明
会

等
に
本
会
役
職
員
を
積
極
的

に
派
遣
す
る
。

①
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研

修
会
や
共
同
募
金
説
明
会
の

開
催
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
積
極
的
に
参
加
し
募
金

趣
旨
の
徹
底
と
増
額
を
図
る
。

②

共
同
募
金
運
動
に
対
す
る

県
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、

市
町
村
社
協
を
は
じ
め
受
配

施
設
団
体
に
対
し
、
助
成
金

を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業

や
活
動
に
つ
い
て
は
、
受
配

事
業
で
あ
る
旨
の
広
報
や
赤

い
羽
根
シ
ー
ル
等
の
貼
付
の

徹
底
を
図
る
。

③

全
国
共
通
資
材
（
赤
い
羽

根
、
ポ
ス
タ
ー
、
募
金
箱

等
）
や
本
会
作
成
の
チ
ラ
シ

等
を
活
用
し
て
広
報
活
動
の

強
化
を
図
る
。

④

新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
て
の
広
報
活
動
の
強
化
を

図
る
。

①

助
成
事
業
の
緊
急
性
、
重

要
性
を
公
平
に
調
整
し
、
助

成
額
の
適
正
化
を
図
る
た
め

に
配
分
委
員
会
を
開
催
す
る
。

②
受
配
事
業
で
あ
る
こ
と
を

広
く
県
民
に
広
報
す
る
た
め
に

「
赤
い
羽
根
シ
ー
ル
」
や
「
赤
い

羽
根
表
示
板
」
等
に
よ
る
助
成

明
示
の
徹
底
を
図
る
。

　
共
同
募
金
実
績
額
は
平
成
9

年
度
を
ピ
ー
ク
に
右
肩
下
が
り

で
き
て
い
た
が
、
平
成
23
年
度

に
は
歯
止
め
が
か
か
り
、
平
成

24
年
度
は
そ
れ
が
維
持
で
き
る

か
正
念
場
の
年
と
し
て
運
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
楽
観
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
ま
た
、
共
同
募
金
の
基
本
で

あ
る
「
戸
別
募
金
」
が
地
域
、
特

に
市
部
の
地
縁
関
係
の
希
薄
化

か
ら
住
民
の
自
治
会
加
入
率
の

低
下
に
比
例
し
て
減
少
傾
向
に

あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
応
が
急
が

れ
て
い
る
。

　
中
央
共
同
募
金
会
は
、
全
国

的
に
落
ち
込
ん
で
い
る
募
金
実

績
の
増
額
を
目
指
し
て
、
期
間

拡
大
の
モ
デ
ル
事
業
を
共
同
募

金
改
革
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、

本
県
で
は
豊
見
城
市
共
同
募
金

委
員
会
が
24
年
度
か
ら
2
ヵ
年

の
指
定
を
受
け
、「
健
康
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
て
市
社
協
と
の
協
働
で
、
市

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ

リ
器
具
の
購
入
を
目
的
に
平
成

25
年
1
月
1
日
〜
3
月
31
日
ま

で
期
間
を
拡
大
し
て
募
金
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
一
方
本
会
で
は
、
平
成
24
年
度

に
ま
と
め
ら
れ
た
「
共
同
募
金
運

動
の
提
言
検
討
委
員
会
」
の
報
告

に
盛
ら
れ
た
「
配
分
の
見
直
し
を

図
る
」
等
の
5
つ
の
改
善
策
を
踏

ま
え
て
25
年
度
運
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
厚
生
労

働
省
は
生
活
困
窮
者
が
経
済
的

困
窮
と
社
会
的
孤
立
か
ら
脱
却

す
る
と
と
も
に
、
親
か
ら
子
へ

の
「
貧
困
の
連
鎖
」
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
生
活
支

援
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

て
今
日
的
生
活
課
題
解
決
の
た

め
の
事
業
や
活
動
を
強
化
す
る

た
め
「
社
協
・
生
活
支
援
活
動

強
化
方
針
」
を
作
成
し
市
町
村

で
の
活
動
の
展
開
を
呼
び
か
け

て
お
り
、
地
域
の
福
祉
課
題
や

生
活
課
題
解
決
の
た
め
の
財
源

と
し
て
共
同
募
金
の
果
た
す
役

割
は
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
今
年
度
は
、
24
年
度

に
引
き
続
き
地
域
福
祉
推
進
の

中
核
的
組
織
で
あ
る
県
社
協
や

市
町
村
社
協
と
の
協
働
で
、「
共

同
募
金
委
員
会
」
へ
の
組
織
改

編
等
、
共
同
募
金
改
革
を
進
め

基
盤
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
福
祉
の
充
実
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
次
の
事
業

を
重
点
に
実
施
す
る
。

　
県
共
同
募
金
会
で
は
、
3
月
15
日
、
第
3
回
理
事
会
・
第
2
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
25
年
度
の

事
業
計
画
及
び
予
算
を
審
議
し
、
承
認
し
た
。
本
号
で
は
基
本
方
針
と
事
業
計
画
を
紹
介
す
る
。

沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
計
画

沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
計
画

沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
計
画

平
成
25
年
度

平
成
25
年
度

平
成
25
年
度

共
同
募
金
委
員
会（
支

会
・
分
会
）の
基
盤
強
化

1
、

募
金
趣
旨
の
徹
底
と

広
報
活
動

2
、

助
成
事
業
・
使
途
の

明
確
化
　

3
、

平成25年度 一般会計予算
（単位：千円）

(1)経常収入計

(2)経常支出計

(3)経常活動資金収支差額＝(1)－(2)

(4)施設整備等収入計

(5)施設整備等支出計

(6)施設整備等資金収支差額＝(4)－(5)

(7)財務収入計

(8)財務支出計

(9)財務活動資金収支差額＝(7)－(8)

(10)予備費

(11)当期資金収支差額合計＝(3)+(6)+(9)－(10)

(12)前期末支払資金残高

当期末支払資金残高(11)+(12)

収入合計(1)+(4)+(7)+(12)

支出合計(2)+(5)+(8)+(10)

339,128

375,082

△35,954

0

0

0

4,340

1,135

3,205

400

△33,149

63,374

30,225

406,842

376,617

340,381

380,729

△40,348

0

0

0

8,331

1,056

7,275

400

△33,473

56,285

22,812

404,997

382,185

△1,253

△5,647

4,394

0

0

0

△3,991

79

△4,070

0

324

7,089

7,413

1,845

△5,568

勘　定　科　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ
１．受付口座
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▲空の第一便 伝達式の様子

基
　
本
　
方
　
針

基
　
本
　
方
　
針

③

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

募
金
実
績
を
は
じ
め
助
成
事

業
や
助
成
使
途
を
掲
載
し
て

そ
の
明
確
化
を
図
る
。
　

④

受
配
施
設
・
団
体
の
広
報

誌
に
よ
る
受
配
事
業
の
紹
介

と
本
会
へ
の
あ
り
が
と
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
提
供
の
徹
底
を

図
る
。

①

共
同
募
金
委
員
会
（
支

会
・
分
会
）
の
事
務
局
を
当

該
市
町
村
社
協
が
担
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
共
同
募
金

運
動
と
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
を
一
体
と
な
っ
て
展
開
す

る
。
　

②

住
民
主
体
の
民
間
福
祉
活

動
を
推
進
す
る
県
社
協
を
は

じ
め
、
各
市
町
村
社
協
と
の

協
力
関
係
を
一
層
強
化
し
、

協
働
し
て
地
域
の
生
活
・
福

祉
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動

を
展
開
す
る
。

③

県
社
協
や
各
種
別
協
議
会

の
開
催
す
る
研
修
会
等
で
、

共
同
募
金
の
広
報
宣
伝
に
努

め
る
。 社

会
福
祉
協
議
会
と

の
積
極
的
協
働
活
動

の
展
開

4
、

２．口座名義

３．振込み手数料
　　について

４．税制措置

５．受付期間 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日

（福）沖縄県共同募金会　※各銀行・農協・信用金庫とも同一名義です
ふく    おきなわけんきょうどう  ぼ きんかい

沖縄銀行
琉球銀行
沖縄海邦銀行
沖縄県農業協同組合
コザ信用金庫

石嶺支店
石嶺支店
汀良支店
首里石嶺支店
安里支店

普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金

１４１２２８１
３３５４０８
０１８７９４５
００２１６２３
０１４３８４３

銀　行　名 支　店　名 預金種目 口座番号

上記銀行の窓口での振込み手数料は、受付期間中同一銀行内に限り免除となります。
沖縄銀行と琉球銀行はＡＴＭ(機械振込)でも、受付期間中同一銀行内に限り免除となります。
・
・

金融機関の払込金受領書(ＡＴＭ含)をもって、税制上の優遇処置(所得税・法人
税・個人住民税)の適用対象となっております。沖縄県共同募金会の領収証が必
要な場合は連絡いただければ、入金確認後に郵送いたします　　

・

平成25年度 一般会計予算
（単位：千円）

(1)経常収入計

(2)経常支出計

(3)経常活動資金収支差額＝(1)－(2)

(4)施設整備等収入計

(5)施設整備等支出計

(6)施設整備等資金収支差額＝(4)－(5)

(7)財務収入計

(8)財務支出計

(9)財務活動資金収支差額＝(7)－(8)

(10)予備費

(11)当期資金収支差額合計＝(3)+(6)+(9)－(10)

(12)前期末支払資金残高

当期末支払資金残高(11)+(12)

収入合計(1)+(4)+(7)+(12)

支出合計(2)+(5)+(8)+(10)

339,128

375,082

△35,954

0

0

0

4,340

1,135

3,205

400

△33,149

63,374

30,225

406,842

376,617

340,381

380,729

△40,348

0

0

0

8,331

1,056

7,275

400

△33,473

56,285

22,812

404,997

382,185

△1,253

△5,647

4,394

0

0

0

△3,991

79

△4,070

0

324

7,089

7,413

1,845

△5,568

勘　定　科　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ「東日本大震災」義援金受付延長のお知らせ
１．受付口座
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沖
縄
県
の
共
同
募
金
運
動
は
、

本
土
に
遅
れ
る
こ
と
5
年
、
昭

和
27
年
か
ら
住
民
の
助
け
合
い

活
動
と
し
て
今
日
ま
で
取
り
組

ま
れ
て
き
て
い
る
。

　
平
成
3
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、

平
成
の
大
合
併
な
ど
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
共
同

募
金
運
動
も
大
き
な
影
響
を
受

け
、
全
国
的
に
は
平
成
7
年
度

が
ピ
ー
ク
で
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
本
県
に
お
い
て

は
、
平
成
9
年
度
を
ピ
ー
ク
に

年
々
減
少
し
て
き
て
い
た
実
績

額
の
右
肩
下
が
り
に
昨
年
度
は

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
近
年
の
募
金
実
績
は
、

か
な
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　
中
央
共
同
募
金
会
企
画
・
推

進
委
員
会
よ
り
答
申
の
あ
っ
た

「
地
域
を
つ
く
る
市
民
を
応
援

す
る
共
同
募
金
へ
の
転
換
」
で

は
、「
じ
ぶ
ん
た
ち
の
地
域
を

つ
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
金
等

の
活
用
」
や
「
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
共
同
募
金
機
能

の
活
用
」
と
い
っ
た
事
項
が

提
言
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
都
道
府
県
共
同
募

金
会
や
市
町
村
組
織
の
機
能

強
化
、
市
町
村
組
織
の
「
共

同
募
金
委
員
会
」
へ
の
改
組
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
受
け
て
県
共
同

募
金
会
で
は
、
平
成
19
年
11

月
に
「
沖
縄
県
に
お
け
る
共
同

募
金
運
動
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
募
金
実
績

の
大
幅
な
減
少
へ
の
歯
止
め

や
、
県
民
の
共
同
募
金
運
動

で
あ
る
「
た
す
け
あ
い
精
神
」

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
共
同
募
金
を
「
市
民
の

共
有
財
産
」
に
し
て
い
く
た
め

に
検
討
を
行
い
、
沖
縄
県
の

共
同
募
金
運
動
の
現
状
と
課

題
を
整
理
し
、
「
募
金
目
標
」

「
募
金
運
動
」
「
募
金
配
分

の
流
れ
」「
組
織
」「
広
報
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
改
善
策
の
視
点
と

し
て
整
理
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
の
提
言
内
容
を
さ
ら
に

掘
り
下
げ
て
検
討
し
、
沖
縄

県
の
共
同
募
金
運
動
の
発
展

に
資
す
る
た
め
に
、
平
成
24

年
7
月
25
日
に
「
共
同
募
金
の

提
言
検
討
委
員
会
」
（
以
下

「
本
検
討
委
員
会
」
と
い
う
）

を
設
置
し
、
平
成
25
年
2
月

ま
で
に
4
回
に
わ
た
っ
て
本

検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
間
に
市
町
村
共
同
募
金

委
員
会
（
支
会
・
分
会
）
の
現

状
や
考
え
方
を
知
る
た
め
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
こ
こ
に
検
討
し
た
結
果
を

報
告
す
る
。

（
1
）
寄
付
者
や
募
金
奉
仕

者
の
共
感
を
図
る
こ
と

（
2
）
共
同
募
金
運
動
の
透

明
性
を
確
保
す
る
こ
と

（
3
）
共
同
募
金
に
関
す
る

情
報
提
供
の
充
実
を
図
る

こ
と

（
4
）
支
会
分
会
組
織
の
強

化
を
図
る
こ
と

（
5
）
配
分
の
見
直
し
を
図

る
こ
と

（
1
）
寄
付
者
や
募
金
奉
仕

者
の
共
感
を
図
る
こ
と

　
①
　
地
域
の
福
祉
課
題
を

把
握
し
、
福
祉
課
題
解

決
に
向
け
た
募
金
運
動

を
展
開
す
る
。
そ
の
為

に
は
、
全
て
の
市
町
村

社
協
が
地
域
福
祉
活
動

計
画
を
策
定
す
る
よ
う
、

沖
縄
県
社
協
に
働
き
か

け
る
。

　
②
　
共
同
募
金
運
動
の
役

割
を
寄
付
者
に
訴
え
て

〜 
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
づ
く
り 

〜

　
中
央
共
同
募
金
会
企
画
・
推
進
委
員
会
よ
り
答
申
の
あ
っ
た「
地
域
を
つ
く
る
市
民
を

応
援
す
る
共
同
募
金
へ
の
転
換
」を
受
け
、
本
会
で
は「
沖
縄
県
の
共
同
募
金
運
動
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
改
善
を
提
言
を
さ
れ
た
の
ち
平
成
24
年
7
月「
共
同
募
金
運

動
の
提
言
検
討
委
員
会
」を
立
上
げ
提
言
内
容
を
掘
り
下
げ
て
検
討
し
た
。

い
く
た
め
に
、
県
段
階
、

市
町
村
段
階
に
募
金
テ

ー
マ
設
定
し
、「
地
域
を

支
援
す
る
募
金
」
で
あ
る

こ
と
を
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

（
2
）
透
明
性
を
確
保
す
る

こ
と

　
①
　
配
分
が
ど
の
よ
う
に

決
ま
っ
て
い
る
か
等
、

市
町
村
共
同
募
金
委
員
会

（
支
会
・
分
会
）
で
は
審

査
委
員
会
の
公
開
と
必
要

に
応
じ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

　
②
　
沖
縄
県
共
同
募
金
会

で
は
、
配
分
委
員
会
を

公
開
す
る
。

（
3
）
共
同
募
金
に
関
す
る

情
報
提
供
の
充
実
を
図
る

こ
と

　
①
　
広
報
の
充
実
を
図
る

た
め
に
、
県
共
同
募
金

会
に
「
広
報
委
員
会
」
を

設
置
し
、
広
報
の
具
体

的
方
策
等
を
検
討
す
る
。

　
②
　
市
町
村
共
同
募
金
委

員
会
（
支
会
・
分
会
）
に

お
い
て
は
、
市
町
村
社

協
と
協
働
し
、「
社
協
だ

よ
り
」
等
の
情
報
誌
を
活

用
し
、
共
同
募
金
の
役

る
こ
と

報
告
す
る
。

１
．委
員
会
で
の

　
　
　
　
　
検
討
事
項

２
．共
同
募
金
運
動
の

　
　
提
言
検
討
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
検
討
内
容

共
同
募
金
運
動
の
提
言
検
討
委
員
会
報
告

共
同
募
金
運
動
の
提
言
検
討
委
員
会
報
告

共
同
募
金
運
動
の
提
言
検
討
委
員
会
報
告
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割
や
使
い
道
を
住
民
に

理
解
さ
せ
る
よ
う
に
努

め
る
。

（
4
）
支
会
分
会
組
織
の
強

化
を
図
る
こ
と

　

①　

共
同
募
金
運
動
参
加

者
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
支
会
分
会
を
「
市
町

村
共
同
募
金
委
員
会
」

へ
平
成
25
年
度
中
に
組

織
替
え
す
る
。

　

②　

市
町
村
共
同
募
金
委
員

会
（
支
会
・
分
会
）
の
運

営
委
員
に
つ
い
て
は
、
当

該
社
協
の
役
員
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
関
係
機
関
団

体
の
参
画
を
得
る
。

　

③　

募
金
の
申
請
と
配
分

の
流
れ
を
明
確
に
す
る

た
め
に
、
共
同
募
金
委

員
会
に
審
査
委
員
会
を

設
置
す
る
。

（
5
）
配
分
の
見
直
し
を
図

る
こ
と

　

①　

A
配
分
（
広
域
配
分

:

福
祉
施
設
団
体
及
び
未
法

人
団
体
、
募
金
事
業
費
）
、

　
　

B
配
分
（
地
域
配
分

:

市

町
村
社
協
の
地
域
福
祉

活
動
費
）
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
A
・
B
配
分
率

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

②　

A
目
標
額
が
平
成
17
年
以

降
8
5,
0
0
0,
0
0
0

円
で
固
定
し
て
い
る
が
、

7
年
が
経
過
し
た
の
で
、

近
年
の
募
金
実
績
に
鑑

み
目
標
額
を
見
直
す
。

見
直
し
に
際
し
て
は
、

社
会
・
経
済
状
況
等
の

変
化
を
勘
案
し
て
設
定

す
る
。

　

③　

B
目
標
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
当
該
市
町
村

の
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
上
で
、
基
本
的
な
財

源
で
あ
り
、
地
域
福
祉

の
推
進
を
財
源
面
か
ら

支
援
す
る
共
同
募
金
会

と
し
て
は
、「
原
則
と
し

て
昨
年
の
B
目
標
を
下

回
ら
な
い
も
の
と
す

る
。
」
と
し
て
申
請
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

共
同
募
金
が
地
域
福
祉

の
財
源
と
し
て
将
来
的

に
も
安
定
的
に
持
続
す

る
た
め
に
は
、「
原
則
と

し
て
昨
年
の
B
目
標
を

下
回
ら
な
い
も
の
と
す

る
。
」
を
維
持
す
る
が
、

他
市
町
村
と
の
バ
ラ
ン

ス
等
の
状
況
か
ら
み
て
、

B
目
標
額
が
高
す
ぎ
る

市
町
村
に
つ
い
て
は
当

該
市
町
村
の
申
請
に
よ

り
B
目
標
額
の
見
直
し

を
行
な
う
。
そ
の
際
に

は
、
県
共
同
募
金
会
と

当
該
市
町
村
社
協
が
調

整
し
て
目
標
額
を
設
定

す
る
。

　

④　

県
全
体
の
実
績
総
額

の
う
ち
、
60
%
が
B
配
分

と
な
る
よ
う
調
整
を
行

う
。

※
A
目
標
に
自
治
会
加
入
率

を
勘
案
す
る
よ
う
に
と
の

意
見
も
あ
る
が
、
自
治
会

加
入
率
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
市
町
村
も
多

く
、
ま
た
統
一
し
た
調
査

方
法
で
は
な
い
の
で
整
合

性
に
欠
け
る
の
で
採
用
で

き
な
い
。

※
A
・
B
配
分
と
も
達
成
率

に
応
じ
た
配
分
に
つ
い
て

は
、
目
標
額
を
達
成
し
た

市
町
村
の
B
配
分
額
が
減

少
す
る
結
果
に
な
り
適
用

は
難
し
い
。

※
A
配
分
を
受
け
た
団
体
に
つ

い
て
は
、
県
共
募
だ
け
で

な
く
各
市
町
村
共
同
募
金

委
員
会
か
ら
も
積
極
的
に

募
金
協
力
を
求
め
て
い
く
。

　

3
月
12
日
に
東
日
本
大
震
災

へ
4
5
9,
2
0
7
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

3
月
26
日
に
東
日
本
大
震
災

へ
7
2,
6
3
4
円
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

提
言
検
討
委
員
会
　
委
員
名
簿

氏
　
名

所
　
属
・
役
　
職

備
　
　
考

神
里
　
博
武

石
川
　
　
健

澤
岻
　
吉
照

仲
村
渠
　
満

上
里
　
一
之

中
野
　
紘
子

山
内
　
良
章

比
嘉
　
久
美

か
み
ざ
と
社
会
福
祉
研
究
所

八
重
瀬
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

西
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

宜
野
湾
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

N
P
O
法
人
チ
ー
ム
沖
縄
代
表

浦
添
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

沖
縄
県
共
同
募
金
会
常
務
理
事

学
識
経
験
者

市
町
村
社
協
／
共
同
募
金
委
員
会

市
町
村
社
協
／
共
同
募
金
委
員
会

市
町
村
社
協
／
共
同
募
金
委
員
会

受
配
団
体

募
金
奉
仕
者

沖
縄
県
社
協

沖
縄
県
共
募

嘉
手
納
基
地
爆
音
差
止

　
　
　
　
　
　
訴
訟
原
告
団

沖
縄
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
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伊
是
名
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

「
村
社
協
」
と
い
う
）
で
は
、
昨
年
10
月

よ
り
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
を
開
始

し
た
。
人
口
1,
5
0
0
名
余
の
小
さ
な

離
島
に
は
障
害
者
へ
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
な
く
、
島
で
暮
ら
す
障
害
者
の
居
場

所
づ
く
り
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　

平
成
20
年
4
月
、
村
精
神
保
健
福
祉

連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
障
害
者
の
居

場
所
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
と
し
、
こ

れ
ま
で
デ
イ
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
た
畑
作
業
を
拡
大
。
平
成
22
年
度

か
ら
は
、
村
社
協
で
実
施
し
て
い
る
障

害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
で
村
の
観
光

振
興
課
よ
り
村
内
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

清
掃
業
務

の
委
託
を

受
け
、
就

労
機
会
の

拡
大
を
図

っ
た
。
村

社
協
と
し

て
は
、
利

用
者
の
拡

大
を
目
指

　

伊
是
名
村
社
会
福
祉
協
議

シリーズ
活動最前線

「 

地
域
の
一
員
と
し
て
島
で

  
暮
ら
し
続
け
る
」
を
支
え
る  

  
伊
是
名
村
社
会
福
祉
協
議
会

「 

地
域
の
一
員
と
し
て
島
で

  
暮
ら
し
続
け
る
」
を
支
え
る  

  
伊
是
名
村
社
会
福
祉
協
議
会

し
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

を
模
索
す
る
が
、
村
と
の
協
議
に
よ
り

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
を
選
択
し
、

事
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

職
員
5
名
体
制
の
も
と
、
就
労
継
続

支
援
B
型
事
業
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
す
ま
い
る
」
で
は
、
現
在
30
代
か
ら

60
代
の
8
名
の
利
用
者
が
清
掃
活
動
や

農
園
活
動
、
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

取
材
時
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
作
業
を

行
っ
て
い
た
利
用
者
の
一
人
は
「
作
業

は
疲
れ
る
け
れ
ど
、
仕
事
だ
と
思
っ
て

頑
張
る
」
と
話
し
、
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

ヘ
タ
を
取
っ
て
い
た
。
就
労
支
援
が
明

確
な
B
型
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
利

用
者
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
り
、

ま
た
、
働
い
て
工
賃
を
得
る
こ
と
で
、
利

用
者
自
身
も
社
会
の
一
員
と
し
て
対
等
で

あ
る
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
。

　

小
さ
な
島
だ
が
、
障
害
者
へ
の
支
援

を
と
お
し
て
彼
ら
と
社
会
と
の
接
点
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
家
に

閉
じ
こ
も
り
、
そ
の
存
在
さ
え
も
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
確
保

や
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、
事
業
実
施
の

課
題
は
多
い
が
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、
地

域
の
一
員
と
し
て
島
で
暮
ら
し
続
け
て
い

く
こ
と
を
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
を
と

お
し
て
村
社
協
が
支
え
て
い
る
。

事
業
開
始
に
向
け
た
取
り
組
み

「
す
ま
い
る
」の
実
施
と
そ
の
効
果
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県
社
協
で
は
、
2
月
28
日
、

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
罪
を
犯
し
た
高
齢
者
・

障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
域
生
活
定
着
支
援

事
業
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
県
内
の
障
害

者
施
設
や
相
談
事
業
所
等
の

職
員
ら
54
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
に
は
、
独
立
行
政
法

人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総

合
施
設
の
ぞ
み
の
園
社
会
生

活
支
援
係
長
の
新
井
邦
彦
氏

と
、
同
園
研
究
係
長
の
木
下

大
生
氏
の
2
名
を
迎
え
、「
罪

を
犯
し
た
高
齢
者
・
障
害
者

の
理
解
と
地
域
生
活
支
援
に

向
け
て
考
え
る
」
と
題
し
て
講

話
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。

　
木
下
氏
の
講
話
で
は
、
罪

を
犯
し
た
知
的
障
害
者
の
受

け
入
れ
に
対
す
る
意
識
や
矯

正
施
設
を
退
所
し
た
入
所
者

の
地
域
移
行
の
状
況
に
関
す

る
調
査
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
罪
を
犯
し
た
知
的
障
害

者
を
受
け
入
れ
る
意
向
が
あ

る
施
設
は
約
6
割
あ
る
こ
と

や
、
受
け
入
れ
た
経
験
の
あ

る
施
設
で
は
、
施
設
の
技
術

的
な
問
題
や
地
域
社
会
の
意

識
の
問
題
か
ら
、
地
域
移
行

と
い
う
課
題
が
新
た
に
出
て

き
て
い
る
と
解
説
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
新
井
氏
の
講
話
で

は
、
地
域
移
行
に
向
け
た
支

援
に
つ
い
て
、
自
立
訓
練

ホ
ー
ム
で
行
っ
て
い
る
実
際

の
事
例
を
通
し
た
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
地
域

移
行
に
向
け
た
支
援
で
は
抱

え
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
支
援

チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　
グ
ル
プ
ワ
ー
ク
で
は
事
例

を
も
と
に
、
抱
え
込
ま
な
い

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

や
犯
罪
に
至
っ
た
経
緯
・
要

因
に
着
目
し
た
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
2
月
2
日
・
3
日
の
2
日

間
、
第
39
回
沖
縄
県
保
育
研

究
大
会
（
主
催

：

県
社
協
）
が

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
県
内
5
ヶ
所
に

て
開
催
さ
れ
、
約
1
5
0
0

名
が
参
加
し
た
。

　
大
会
式
典
で
は
、
ま
ず
、

県
青
少
年
・
児
童
家
庭
課
の

仲
村
到
保
育
対
策
室
長
よ
り

行
政
説
明
が
あ
り
、
県
内
の

保
育
行
政
の
現
状
や
待
機
児

童
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
一

括
交
付
金
の
活
用
事
業
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
「
英
文
学
に
み
る
子

ど
も
と
親
〜
感
性
と
知
性
〜
」

と
題
し
て
名
桜
大
学
の
瀬
名
波

榮
喜
学
長
が
講
演
を
行
っ
た
。

罪
を
犯
し
た
高
齢
者
・

障
害
者
の
地
域
生
活

支
援
を
考
え
る

▲自立訓練ホームの事例を交え説明する新井邦彦氏

▲地域生活支援の課題について語る木下大生氏

▲英文学の視点から子ども観について講演する瀬名波榮喜氏

　
瀬
名
波
氏
は
「
『
子
ど
も
は

高
貴
な
野
蛮
人
』
で
あ
り
文
明

に
毒
さ
れ
て
い
な
い
存
在
で

あ
る
」
と
英
文
学
の
視
点
か
ら

子
ど
も
観
に
つ
い
て
話
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
文
学
と
い

う
面
か
ら
親
や
子
ど
も
の
感

性
や
知
性
の
育
ち
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
、

「
違
っ
た
角
度
か
ら
子
ど
も

観
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
保

育
従
事
者
と
し
て
の
責
任
を

再
確
認
で
き
た
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
2
日
目
は
5
テ
ー
マ
で
分

科
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う

ち
第
4
分
科
会
で
は
「
公
立

保
育
所
の
使
命
と
地
域
社
会

で
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
糸

満
市
喜
屋
武
保
育
所
が
「
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

と
い
う
意
識
の
も
と
地
域
・

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校

等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
実
践
事
例
を
発
表
し

た
。
ま
た
、
浦
添
市
の
パ
ン

ダ
保
育
園
は
県
内
法
人
保
育

園
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
、
公
立
保

育
所
の
役
割
や
意
義
に
つ
い

て
法
人
保
育
園
の
立
場
か
ら

意
見
を
述
べ
た
。

　
分
科
会
参
加
者
か
ら
は

「
公
立
保
育
所
と
し
て
の
役

割
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ

た
」
、「
公
立
だ
け
で
は
な
く

法
人
保
育
園
と
意
見
交
換
が

で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
」

等
の
感
想
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
人
が
子
ど
も
と
子
育
て
に

関
わ
り
を
も
つ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

す
べ
て
の
人
が
子
ど
も
と
子
育
て
に

関
わ
り
を
も
つ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

す
べ
て
の
人
が
子
ど
も
と
子
育
て
に

関
わ
り
を
も
つ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

支
援
を
考
え
る

罪
を
犯
し
た
高
齢
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本
事
業
は
、
モ
デ
ル
指
定

し
た
市
町
村
社
協
（
那
覇
市
・

北
谷
町
・
北
中
城
村
・
読
谷

村
）
に
対
し
、
専
門
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
桑
原
英
文
氏
）
と
県
社

協
が
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
以
下
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
）

策
定
の
支
援
を
行
う
も
の
で

あ
る
。（
概
要
は
2
0
1
2
年

9
月
号
に
掲
載
）

　　　
各
モ
デ
ル
社
協
と
も
、
部

署
横
断
に
よ
る
策
定
体
制
を

取
り
、
社
協
組
織
全
体
で
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
担
当
業
務
の
違

い
と
共
通
点
を
出
し
合
う
こ

と
で
、
そ
の
地
域
に
則
し

た
、
災
害
時
に
活
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
目
指
し

た
。
那
覇
市
社
協
で
は
、
市

内
の
関
係
機
関
（
自
治
会
・
行

政
・
民
生
児
童
委
員
・
N
P
O
・

日
赤
・
学
識
者
）
で
構
成
さ
れ

　
県
社
協
で
は
2
月
14
日
、
豊

見
城
市
立
中
央
公
民
館
に
お
い

て
「
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
民
生

委
員
や
地
域
包
括
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど

3
6
0
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
沖
縄
県
に

お
け
る
認
知
症
支
援
」
と
し

て
、
県
高
齢
者
福
祉
介
護
課
の

海
野
高
志
氏
よ
り
、
認
知
症
に

関
す
る
県
内
の
取
組
み
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、
公
益
社
団
法
人
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
本
部
副

代
表
の
勝
田
登
志
子
氏
よ
り

「
認
知
症
の
人
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
」
と
題

し
、
国
の
認
知
症
施
策
や
認
知

症
の
方
と
そ
の
家
族
の
想
い
に

つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。
勝
田
氏

は
、「
認
知
症
の
方
の
人
間
と
し

て
の
プ
ラ
イ
ド
を
守
る
こ
と
が

大
切
で
、
上
下
関
係
は
な
く
、

互
い
に
支
え
合
う
関
係
（
ケ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
ケ
ア
パ
ー
ト

ナ
ー
へ
）
と
い
う
視
点
が
重
要

で
あ
る
。
」
と
強
く
訴
え
た
。

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
地
域
み
ん
な
で

▲マニュアルの検討を行う社協職員

る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
委
員
会
」
を
設
置

し
、
多
様
な
組
織
の
意
見
も

取
り
入
れ
た
。

　
平
成
25
年
3
月
、
那
覇
市

社
協
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
北
中
城

村
・
北
谷
町
・
読
谷
村
の
各

社
協
に
お
い
て
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
素
案
が
作
ら
れ
、
平
成
25

年
度
中
に
策
定
で
き
る
見
通

し
と
な
っ
た
。

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
い
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
過
程
で
浮
き
彫
り

に
さ
れ
た
、
社
協
や
地
域
の
課

題
を
平
時
に
取
組
む
た
め
の

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で

災
害
支
援
は
、
日
常
支
援
の
延

長
で
あ
る
。
」
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
桑
原
氏
は
語
っ
た
。

　
各
モ
デ
ル
社
協
の
担
当
者

か
ら
も
、「
社
協
が
日
頃
か
ら

取
組
ん
で
い
る
住
民
同
士
の

見
守
り
体
制
作
り
や
関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
た
。
」

「
今
後
も
社
協
の
強
み
を
活

か
し
た
災
害
に
備
え
た
地
域

づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。」
と
の
声
が
あ
っ
た
。

１
．策
定
の
体
制

２
．主
な
取
組
み
内
容

４
．マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
通
し
て

３
．事
業
成
果

モデル社協名 取組み内容
・災害ボランティアセンター整備に関する研修会（2回）
・職員プロジェクトチーム会議（3回）
・災害ボランティア活動に関する委員会（2回）
・災害ボランティアセンター整備に関する意見交換会
　・マニュアル策定研修会（2回）
・マニュアル作成意見交換会（3回）
・社協役職員・民生児童委員研修会・防災対策村民講座（2回）
　・マニュアル策定に向けた検討会議
・マニュアル研修会（2回）・マニュアル策定委員会（6回）
　・マニュアル策定職員研修会（2回）
・マニュアル職員ワーキングチーム研修会（3回）

那 覇 市

北中城村

北 谷 町

読 谷 村

認
知
症
支
援
!
」
を
テ
ー
マ

に
、
沖
縄
大
学
教
授 

西
尾
敦
史

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

家
族
の
会
（
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
沖
縄
県
支
部
準
備
会
代

表
金
武
直
美
氏
）
、
医
師
（
城
間

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
城
間
清
剛

氏
）
、
社
協
（
糸
満
市
社
協
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
城
ゆ
か
り
氏
）
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
認
知
症
支
援
の
取
組

み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
認
知

症
の
方
も
地
域
を
支
え
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
社
会
参
加
で
き

る
よ
う
、
周
囲
の
理
解
を
促
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

「
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー

　
〜
認
知
症
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
〜
」
を
開
催

『
H
24
市
町
村
社
協
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
支

援
事
業
』
報
告

〜
モ
デ
ル
社
協
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
進
む
〜

『
H
24
市
町
村
社
協
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
支

援
事
業
』
報
告

〜
モ
デ
ル
社
協
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
進
む
〜

▲認知症の方を取巻く現状について話す
　勝田登志子氏



か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
生
交
流
会
を
開
催
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2
月
28
日
、
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
ゆ
い
ほ
ー
る
に

て
、
平
成
24
年
度
か
り
ゆ
し

長
寿
大
学
校
卒
業
式
が
行
わ

れ
た
。

　
火
曜
・
木
曜
各
コ
ー
ス
3
学

科
（
地
域
文
化
・
健
康
福
祉
・

生
活
環
境
）
合
わ
せ
て
1
8
8

名
（
内
皆
勤
賞
75
名
）の
卒
業

生
が
大
学
校
の
思
い
出
を
胸
に

こ
の
日
を
迎
え
た
。
卒
業
生
の

皆
さ
ん
は
晴
れ
着
に
身
を
包

み
、
厳
か
な
中
に
も
、
晴
れ
や

か
な
卒
業
式
と
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
新
垣
雄
久
学

長
（
代
読

：

比
嘉
成
和
副
学

長
）
よ
り
「
か
り
ゆ
し
長
寿
大

学
校
で
学
ん
だ
成
果
を
積
極

的
に
発
揮
し
、
長
寿
社
会
を

支
え
る
活
力
あ
る
シ
ニ
ア
一

員
と
し
て
各
地
域
で
活
躍
す

る
こ
と
を
大
い
に
期
待
い
た

し
ま
す
。」
と
卒
業
生
を
激
励

し
た
。

　
次
に
、
卒
業
生
を
代
表
し

て
、
地
域
文
化
学
科
の
幸
地

光
英
氏
か
ら
「
地
域
活
動
へ
の

参
加
な
ど
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ

た
。

　
式
典
終
盤
で
は
、
卒
業
生
全

員
に
よ
る
「
仰
げ
ば
尊
し
」
が

　
3
月
7
日
、
か
り
ゆ
し
長

寿
大
学
校
卒
業
生
を
対
象
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活

動
交
流
会
」
が
那
覇
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
た
。

　
同
交
流
会
は
か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
卒
業
生
に
対
す
る
地
域

活
動
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

各
市
町
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、

今
回
で
3
回
目
と
な
る
。

　
交
流
会
は
卒
業
生
が
暮
ら
す

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

を
促
進
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
最
初
に

那
覇
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▲歌の合唱「仰げば尊し」　
　指揮：安慶田由美子氏、手話：東恩納節子氏

合
唱
さ
れ
、
感
極
ま
っ
て
涙
ぐ

む
卒
業
生
も
見
ら
れ
た
。

　
式
典
終
了
時
に
は
、
講
義

で
使
用
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

投
げ
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
卒

業
生
は
満
足
気
な
表
情
で
会

場
を
沸
か
せ
た
。

　
そ
し
て
、
家
族
や
友
人
に

囲
ま
れ
祝
福
の
花
束
を
受
け

た
り
、
仲
間
と
記
念
撮
影
を

す
る
な
ど
、
お
互
い
の
門
出

を
祝
い
合
う
と
、
別
れ
を
惜

し
み
つ
つ
、
通
い
慣
れ
た
学

び
舎
を
後
に
し
た
。

▲第22期卒業生

▲那覇市社協上原氏より
　ボランティア登録制度の
　説明を受ける

▲ニュースポーツで同窓生や
　社協職員と交流！！

▲真剣な表情でシャッフルボードの
　説明を受ける同窓生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
上
原
直
子

氏
よ
り
「
地
域
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
誰
で
も
自
分
の

知
識
や
技
術
・
経
験
を
活
か
し

て
活
動
で
き
る
も
の
、
尻
込
み

せ
ず
自
分
な
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
」
と
の
話
が
あ
り
、
そ
の

際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠

点
と
な
る
市
町
村
社
協
と
の
連

携
の
重
要
性
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
制
度
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
同
じ
地
域
の
卒
業
生

で
あ
り
な
が
ら
、
日
頃
会
う
機

会
の
少
な
い
同
窓
生
が
、
ミ
ニ

囲
碁
ボ
ー
ル
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

同
窓
生
、
那
覇
社
協
職
員
と
の

交
流
を
深
め
た
。

　
県
社
協
で
は
、
同
窓
生
と

の
連
携
を
進
め
、
地
域
活
動

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

第
22
期
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
式

第
22
期
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
式

第
22
期
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
式

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
生
交
流
会
を
開
催

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
生
交
流
会
を
開
催

▲卒業生全員による、元気なユニフォーム投げ
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人
財
育
成
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
!!

　
〜
職
場
内
に
お
け
る
人
財
育
成
推
進
研
修
会
〜

人
財
育
成
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
!!

　
〜
職
場
内
に
お
け
る
人
財
育
成
推
進
研
修
会
〜

　
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
で

は
、
3
月
14
日
・
15
日
、
宮
古
・

八
重
山
地
区
に
お
い
て
、「
職

場
内
に
お
け
る
人
財
育
成
推
進

研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
福
祉
・
介
護

人
材
育
成
基
盤
整
備
事
業
の
取

り
組
み
の
周
知
と
、
福
祉
施

設
・
事
業
所
に
お
け
る
人
財
育

成
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
児
童
・
高
齢
・
障
害
分

野
の
施
設
・
事
業
所
よ
り
施
設

長
か
ら
初
任
職
員
ま
で
を
対
象

に
、
宮
古
・
八
重
山
地
区
合
計

約
50
名
が
参
加
し
た
。

　
北
九
州
市
社
会
福
祉
研
修

所
主
席
講
師
の
田
中
隆
雄
氏

を
講
師
に
招
聘
し
、「
福
祉
の

職
場
に
お
け
る
人
財
育
成

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目

指
し
て
〜
」
、「
人
財
育
成
及

び
O
J
T
の
実
施
に
つ
い
て

〜
計
画
的
・
効
果
的
な
実
施
に

向
け
て
〜
」
と
題
し
て
、
講

話
・
演
習
を
行
っ
た
。

　
田
中
氏
は
、「
実
践
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
は
日
々
の

業
務
を
通
し
、
上
司
が
部

下
、
あ
る
い
は
先
輩
が
後
輩

を
指
導
・
育
成
し
て
い
く
方
法

が
、
一
番
効
果
的
で
あ
る
。」

と
、
人
財
育
成
に
お
け
る

O
J
T
の
有
効
性
を
訴
え

た
。

　
ま
た
、
知
識
や
技
術
を
受

け
継
い
で
い
く
中
で
新
し
い

も
の
を
作
り
出
し
て
い
く
た

め
に
も
、
職
場
全
体
で
時
間

を
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

段
階
的
に
、
自
分
で
考
え
行

動
で
き
る
人
財
を
育
て
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
人
財
育

成
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
た
。

O
J
T
の
具
体
的
な
実
施
に

向
け
て
、「
計
画
〜
実
施
〜
評

価
」
の
サ
イ
ク
ル
を
基
本
と
し

た
計
画
書
の
作
成
方
法
や
指

導
法
等
を
話
し
、「
計
画
的
に

時
間
を
か
け
て
人
財
育
成
す

る
こ
と
」
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
締
め
く
く
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
O
J
T

等
を
活
用
し
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
。」
、

「
職
場
に
持
ち
帰
り
、
組
織

の
あ
り
方
を
考
え
な
が
ら
、

職
員
と
共
に
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。」
等
、
具

体
的
で
分
か
り
や
す
い
内
容

に
現
場
で
即
活
用
し
た
い
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
人
財
づ
く
り
は
、
一
歩
一

歩
」
と
い
う
田
中
氏
の
言
葉

に
、
参
加
者
は
大
き
な
感
銘

を
受
け
た
様
子
だ
っ
た
。

の
満
足
度
を
示
し
た
も
の
の
、
希

望
通
り
の
配
分
が
か
な
わ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
不
満
足
の
割
合
も

増
加
し
た
。

　
事
務
局
で
は
今
回
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
H
25
年
度
の
福
利
厚
生

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

　
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

　
０
９
８（
８
８
２
）５
７
０
３

好
評
！！

ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
券

好
評
！！

ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
券

好
評
！！

ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
券

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
お
き
な
わ
事
務

局
で
は
、
会
員
の
皆
様
へ
満
足
度

の
高
い
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
、
H
24
年
度
実
施

し
た
会
員
交
流
事
業
等
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
期
間 

2
月
1
日
〜
18
日

調
査
対
象 

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
加
入

法
人
等
1
2
3
ヵ
所

回
答
数     

60
ヵ
所（
回
答
率
50
%
）

　
全
11
事
業
の
う
ち
最
も
満
足
度

の
高
か
っ
た
事
業
は
、
ホ
テ
ル
ラ

ン
チ
券
で
72
%
、
次
い
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ

ス
の
66
%
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に

お
い
て
も
希
望
枚
数
を
各
会
員
へ

配
分
で
き
た
こ
と
が
理
由
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
例
年
満
足

度
の
高
い
映
画
券
や
8
年
ぶ
り
の

木
下
大
サ
ー
カ
ス
前
売
券
は
一
定

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ

満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ

満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

会員交流事業満足度(全体)
メンタルヘルス講習会

パソコン講習会
図書カード(離島地区のみ)
映画観賞券(本島地区のみ)

バスケット琉球ゴールデンキングス
ホテルランチ券

劇団四季ファミリーミュージカル
ディズニーランド･USJへの旅
プロ野球公式戦観戦チケット

木下大サーカス前売券
入学祝金(離島地区のみ)

満足（「満足」、「やや満足」の合計）　　　普通　　　不満足（「不満」、「やや不満」の合計）

会員交流事業等アンケート集計結果会員交流事業等アンケート集計結果

0％ 50％ 100％

62.5% 29.2% 8.3%

18.5%

4.7%

5.7%

7.7%

7.4%

0.0%

29.6%

9.1%

2.9%

5.7%

10.0%

25.9%

53.5%

71.4%

48.7%

20.4%

34.0%

9.3%

31.8%

62.9%

62.9%

38.7%

55.6%

41.9%

43.6%

72.2%

66.0%

61.1%

59.1%

34.3%

31.4%

51.4%

22.9%

▲OJTの有効性を訴える田中隆雄氏

社会福祉研修実施計画社会福祉研修実施計画社会福祉研修実施計画

※人材は組織の財産であるとの視点から、この記事では「人財」という表記を用いています。
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会員交流事業満足度(全体)
メンタルヘルス講習会

パソコン講習会
図書カード(離島地区のみ)
映画観賞券(本島地区のみ)

バスケット琉球ゴールデンキングス
ホテルランチ券

劇団四季ファミリーミュージカル
ディズニーランド･USJへの旅
プロ野球公式戦観戦チケット

木下大サーカス前売券
入学祝金(離島地区のみ)

満足（「満足」、「やや満足」の合計）　　　普通　　　不満足（「不満」、「やや不満」の合計）

会員交流事業等アンケート集計結果会員交流事業等アンケート集計結果

0％ 50％ 100％

62.5% 29.2% 8.3%

18.5%

4.7%

5.7%

7.7%

7.4%

0.0%

29.6%

9.1%

2.9%

5.7%

10.0%

25.9%

53.5%

71.4%

48.7%

20.4%

34.0%

9.3%

31.8%

62.9%

62.9%

38.7%

55.6%

41.9%

43.6%

72.2%

66.0%

61.1%

59.1%

34.3%

31.4%

51.4%

22.9%

▲OJTの有効性を訴える田中隆雄氏

お問い合わせは

沖縄県介護実習普及センター

電話：098-882-1484
FAX：098-882-1486

お問い合わせは

沖縄県介護実習普及センター

電話：098-882-1484
FAX：098-882-1486

本土メーカー40社/1000種類の福祉機器が出展(予定)

各メーカー担当者より、福祉用具の取扱い方法やご質問に対して直接対応!

展示している福祉用具をその場でお試し可能! (素材や機能、フィット感などが確認できます。)

※ 介護関係の研修会も同時開催!

開催期日   平成25年7月5日(金)～6日(土)

開催会場   沖縄県総合福祉センター ゆいホール・ゆいプラザ

社会福祉研修 施計画社会福祉研修 施計画社会福祉研修 施計画

◆福祉事務所等生活保護担当職員研修
：生活保護担当職員(経験1年以上)
◇児童相談所等相談機関職員研修
：児童相談所職員 他
◆社会福祉施設指導的職員研修
：社会福祉施設の主任 等
◇児童館職員研修
：児童厚生員 等
◆社会施設給食担当職員研修
：(社会福祉施設)調理員・栄養士
◇児童福祉施設給食担当職員研修
：(公・私立、認可外園)調理員・栄養士
◆認可外保育施設職員研修　全4地区
：認可外保育施設保育士

◆福祉事務所等生活保護担当職員研修
：生活保護担当(経験1年未満)
◇社会福祉施設初任職員研修
：直接処遇担当職員(経験3年未満)
◆保育所初任保育士研修　全4地区
：公私立保育所、へき地保育所保育士

【お問い合わせ先】
沖縄県福祉人材研修センター　社会福祉研修担当
住所：那覇市首里石嶺町4-373-1　県総合福祉センター東棟
電話：098-882-5703

◆民生委員児童委員研修　全4地区
：民生委員児童委員
◇民生委員児童委員協議会会長研修
：単民児協会長
◆主任児童委員研修
：主任児童委員
◇コミュニティソーシャルワーク研修
：コミュニティソーシャルワーク従事者

◆子育て相談援助技術研修
：子育て支援センター職員
◇生活保護査察指導員研修
：生活保護査察指導担当職員
◆生活保護就労支援員研修
：生活保護就労支援担当職員

福祉人材研修センターでは、沖縄県内の社会福祉従事者に対し、基礎的知識・技術の習得や資質・能力の向上を図
る為に、各種研修を実施しております。平成25年度は次の17コース(27回)の研修を予定しております。
　　　詳細につきましては下記に掲載しておりますのでご確認ください。
▶沖縄県社協ホームページ
【URL:http://www.okishakyo.or.jp/ 】→『福祉人材研修センター』→『研修会・イベント等のご案内』

新任・初任 専　門

現任研修

その他

祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉研修修修修修修修修修修修修修修修修
平成25年度平成25年度

7月5日・6日開催決定!!7月5日・6日開催決定!!

見て！

　触れて！

　　試せ
る！

7777月月月月月月月月月月5555555555555555555日・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6・6日開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定開催決定!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
2013福祉機器展2013福祉機器展
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ほっとニュースTOPICS　　　

・罪を犯した高齢者・障害者の地域生活支援を考える

・第39回沖縄県保育研究大会（報告）　

・市町村社協災害対応マニュアル策定支援事業（報告）　　　　

・地域の福祉力を高めるセミナー（報告）

・かりゆし長寿大学校卒業式　他

2013福祉機器展の案内　他

インフォメーション、寄付者芳名、表紙の写真　他

　「
人
見
知
り
の
時
期
で
、

抱
っ
こ
も
さ
れ
な
い
孫
の
恵

理
沙（
当
時
１
歳
）は
、「
指
タ
ッ

チ
！
」と
人
差
し
指
を
出
す
と
、

指
を
出
し
て
応
え
て
く
れ
た
。

孫
と
の
お
付
き
合
い
は
、
指
先

か
ら
始
ま
っ
た
」
と
知
念
さ
ん

は
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
長
年
、
民
生
委
員
や
母
子
推

進
員
な
ど
地
域
で
福
祉
活
動

を
行
っ
て
き
た
妻
の
弘
子
さ

ん
と
ご
夫
婦
で
取
材
に
応
じ

て
く
だ
さ
り
、
地
域
み
ん
な
で

子
ど
も
を
育
て
て
い
た
時
代

の
話
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
に
社
会
性

や
生
き
る
力
を
教
え
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

撮影者：知念  昌徳さん、弘子さん

●
沖
縄
銀
行
労
働
組
合
　
様

●
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
会
　
様

●
那
覇
情
報
シ
ス
テ
ム
専
門

　
学
校
学
園
祭
実
行
委
員
会
様

●
ス
マ
イ
ル
鍼
灸
整
骨
院
　
様

●
公
益
社
団
法
人
那
覇
法
人
会

　
　
　
　
　
　
女
性
部
会
　
様

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

（
３
月
４
日
〜
31
日
）

●住友生命保険相互会社
　　　　　沖縄支社　様

●那覇市垣花奉頌会　様

作品名「指タッチ！」作品名「指タッチ！」4
月
か
ら
広
報
担
当
と
な
り
ま

し
た
。楽
し
い
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
！
　
　
　  

（
伊
良
皆
）
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平成25年度 沖縄県社会福祉協議会 組織機構図平成25年度 沖縄県社会福祉協議会 組織機構図
第１種会員
市町村社会福祉協議会
社会福祉施設団体
民生委員児童委員協議会
第２種会員 
機能別階層別住民組織
社会福祉に関連のある組織
第３種会員
福祉関係役職員
学識経験者
民児協会長
第４種会員
特別会員
第５種会員 
企業系福祉サービス事業所

沖縄県保育協議会
沖縄県社会福祉施設経営者協議会
沖縄県地域包括・在宅介護支援センター協議会
沖縄県老人福祉施設協議会
沖縄県身体障害児者施設協議会
沖縄県心身障害児者施設協議会
沖縄県児童養護協議会 　  
総合企画委員会
貸付審査等運営委員会 
施設職員福利厚生事業運営委員会
ボランティア・市民活動支援センター運営委員会
福祉人材研修センター運営委員会
日常生活自立支援事業契約締結審査委員会
助成審査委員会
かりゆし長寿大学校運営委員会
福祉サービス等調整計画検討委員会

会長
新垣 雄久

常務理事
比嘉 成和

事務局長
山内 良章

事務局次長
嘉陽 孝治
蓋盛　元

副会長
花城 可長
蔵當 博文
平良　 菊

評議員会

理事会

監 事

   (34名)

   (16名)

   (3名)

   19名

会　員

種別協議会

常設委員会

福祉人材研修センター
所長 

副所長 

   13名

いきいき長寿センター
所長 

   4名

福祉サービス利用支援センター
所長 

4名（兼務除く）

地域生活定着支援センター
所長 

   13名

   9名

  8名

副部長 

   13名

総務企画部
部長

地域福祉部
部長

施設団体福祉部
部長

民生部
部長

副部長 
1

1 1 2 2

1 1

2 2 3

3

31 5

5

1

21

13

2名（兼務除く）

福祉サービス運営適正化委員会
事務局長 11

21 1

4 2

2 1 1 8

1 13 14

※
会　長  
副会長  
常務理事  

1 名
3 名
1 名

主査   主任  臨時任用  業務指定   嘱託   賃金

主査   主任   嘱託   賃金

主査   主事   嘱託   賃金

主査   主任　主事   嘱託

主査   主任   主事  臨時任用  業務指定   嘱託   賃金

主査   主事  臨時任用   嘱託    賃金

主任   嘱託

業務指定   賃金

賃金主事

事務局長
事務局次長
部・所長
主　幹
副部・所長
主　査
主　任
主　事
正規職計

1 名
（2）名
7 名
0 名
3 名
7 名
8 名
5 名
31  名 職員合計　　 86名

臨時任用   
業務指定   
嘱託   
賃金   
非正規職計   

8 名
6 名
28  名
13  名
55  名
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ご
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

平成25年4月1日現在


